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「グローバルビジネス履修モデルの解説」 
1.人材育成像:アジア・ユーラシアダイナミズム時代を創造する志と地政学的

知を身に付けた人材 

 多摩大学の人材育成像 

•  「多摩グローカル人材。すなわちローカリティを究めることによってグローバルに目を
開く“グローカリティ”という思想をもって、多摩地域の活性化をリードするグローバル
人材」 

•  「アジア・ユーラシアダイナミズム時代を創造する志と地政学的知を身に付けた人材」 
(寺島学長は、これこそが多摩大学の日本社会における役割だと述べている) 

 

 グローバルビジネス履修モデルの人材育成像 

•  「アジアダイナミズムに真正面から向き合えるプロジェクトマネジメント材」  
• アジアGDPが世界に占める割合は、現在の27%から2030年代にも50%を超える。まさしく「ア

ジア経済＝世界経済の時代」となる。 

• 日本の貿易相手国の56%がアジア、76%がユーラシアであり、ビジネスが同地域に集中
していることから、 アジア・ユーラシア地域で稼げる人材が求められている。 

• アジア経済圏を取り込むという経済政策的要請とアジア・グローバル人材育成を重視
する教育政策的要請とも合致する。2012年キャンパスアジア(日中韓単位交換)、2013
年グローバル人材育成(留学促進)。また、「留学生30万人計画」(現在の留学生受け入れ
14万人)や、「大学の世界展開力強化事業」(現在の留学生送り出し6万人)などの留学政策
も実施されている。 
 
 

 
 
 
 



「グローバルビジネス履修モデルの解説」 
1.人材育成像:アジア・ユーラシアダイナミズム時代を創造する志と地政学的

知を身に付けた人材 

 想定している就職先(職務) 

①多摩地域の製造業(多摩企業)で、アジアなど新興国市場の販路
開拓、技術提携(ハード、ソフト)、生産管理する。 

 

②商社や金融証券・流通物流・観光・飲食などサービス業で、営業、
経営企画、国際業務に従事する。 

 

③アジア進出の日系企業や日本進出のアジア系企業も狙い目。 

 

④地方自治体やNPO・NGOなどで、アジアの企業や観光客の誘致や
国際的な課題解決を図る。 
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「グローバルビジネス履修モデルの解説」 
2.問題意識:アジア・ユーラシアダイナミズムという時代背景と 

多摩企業の潜在性 

(アジア・ユーラシアダイナミズムという時代背景) 
 21世紀は、まさしくアジア・ユーラシアダイナミズムの時代である。 
• アジアの地理概念は、ユーラシア大陸のヨーロッパ以外の地域であり、ユーラシア大陸の面積の約80%(4457万 
     km²)をアジアが占め、人口は世界人口の約60%(40億人)がアジアに住んでいる。 
•  国数は、広義では48カ国で北アジア(1カ国)、中央アジア(5カ国)、西アジア(18カ国)、南アジア(8カ国)、東アジア 
    (5カ国)、東南アジア(11カ国)に地域分類される。 
• 狭義では、24カ国(東・東南・南アジア)である。 
• アジアの中核は、日本・中国・韓国の3カ国であり、この地域の呼称を東アジア、または北東アジアという。 

 
 アジア経済は、巨大な市場規模や豊富な天然資源など潜在性が高いことから、世界経済を牽引することは間違

いない。 
• アジア開発銀行(ADB)のシナリオによると、アジアGDPが世界に占める割合は、現在の27%から2050年には52%

になると予測されている。2010年アジアGDP17兆ドルが、2050年にはアジアGDPが174兆ドルに膨らむと試算して
いる。早ければ2030年代にも50%を超えるとの見方もある。 

• 英国のトップシンクタンクの国際戦略研究所(IISS)も「戦略概観」において同じような予想をしており、「アジアの世
紀」が到来する根拠として、アジア域内の中間層が過去20年で3倍以上に増えたことを指摘している。 

• また、アジアの域内経済連携が拡大するのみならず、欧米諸国のアジアシフトによりアジアの域外経済連携も強
まる。まさしく「アジア経済＝世界経済の時代」となる。 
 

 しかしながらアジアには、安全保障(領土問題・歴史認識・ナショナリズム・テロ・人権)、経済発展(サステイナビリ
ティ)、環境・エネルギー(地球温暖化・大気汚染・省エネ)、社会文化(貧困・感染症・保健・教育・アイデンティティ)
などの多くの問題が横たわっている。 
 

 このようにアジアは、経済連携が拡大する反面、国際関係が緊張するという大きな政経矛盾を抱えながらも、新
たな経済発展段階を迎えようとしている。 
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アジアの地理概念 
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北アジア→青 
中央アジア→紫 
西アジア→緑 
南アジア→赤 
東アジア→黄 
東南アジア→橙 

出所:Wikipediaアジアより修正加工。  

北アジア 

東アジア 

東南アジア 

南アジア 西アジア 

中央アジア 



「グローバルビジネス履修モデルの解説」 
2.問題意識:アジア・ユーラシアダイナミズムという時代背景と 

多摩企業の潜在性 

(多摩企業の潜在性) 
① 38万社の多摩企業(多摩地域13万社、神奈川地域25万社)は、1,190万人の市場(広域多摩人口:

東京多摩418万人＋神奈川県南西部・南東部772万人)に恵まれている。 
 
②  「独立自尊」、「先進性」、「イノベーション」のDNA。 
• これらのDNAは、歴史的に継承され、地域に根付いている。 

 
③ 独立系、またはベンチャー企業。 

 
④ 計測・分析器、半導体・電子デバイス、ロボット、航空部品分野のハイテク企業。 
• 日本有数のハイテク製品出荷額を誇るハイテク産業集積地。 

 
⑤ アジア物流に有利な地の利。 
• 川崎港は国際コンテナ戦略港湾としてアジア海路アクセスが、多摩の高速道路は日本海沿岸都

市への陸路アクセスが、強化されている。 
 

⑥ 地域再生問題や少子高齢化問題を解決する最先端企業のポテンシャル。 
• 多摩ニュータウンは、都市開発において日本の先駆的地域であったが、今日に至っては地域再

生問題や少子高齢化問題が日本で最も深刻な地域となっている。しかし、多摩地域がこれらの問
題に挑戦的に取り組み、創造的に解決すれば、その経験は日本のみならず、アジアにおいても最
先端の成功モデルとなり得る。 
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「グローバルビジネス履修モデルの解説」 
2.問題意識:アジア・ユーラシアダイナミズムという時代背景と 

多摩企業の潜在性 

 多摩地域は、歴史的には江戸幕府の直轄領、すなわち天領(御料所)として江戸幕府を経済的に支えた
地域である。このような幕府存立の経済基盤であったというDNAは、今も受け継がれており、多摩地域の
経済が東京の経済を支える役割を果たしている。 

 また、幕末期の新選組・土方歳三や、明治時代の「五日市憲法」など自由民権運動からも見られるように
「独立自尊」「先進性」 「イノベーション」のDNAも脈々と受け継がれている。 

 たとえば、多摩地域には電気・電子、機械、自動車・航空部品などハイテク企業の工場や開発拠点が集
積し、東京の工業を下支えしているが、独立系企業が多く、今や日本有数のハイテク製品出荷額を誇る
ハイテク産業となっている。今後は、さらに計測・分析器、半導体・電子デバイス、ロボットなどの技術や
製品を先鋭化し、日本のハイテク産業をリードしようとしている。 

 また、多摩地域の物流ハブ機能が、東京の物流を補完しているが、今後はアジア物流を担う大きな役割
を果たそうとしている。多摩地域の物流インフラは、日本海沿岸都市への陸路アクセスが整備されつつ
あり、国際コンテナ戦略港湾である川崎港ではアジアを中心とした海外への海路アクセスが強化されて
おり、具体的には横田基地を活用して世界的に需要が急拡大しているビジネスジェット事業化の構想も
ある。 

 一方、多摩地域は多摩ニュータウンに見られるよう都市開発において日本の先駆的地域であったが、今
日に至っては地域再生問題や少子高齢化問題が日本で最も深刻な地域となっている。しかし多摩地域
がこれらの問題に挑戦的に取り組み、創造的に解決することができたならば、その経験は日本のみなら
ず、アジアにおいても最先端の成功モデルとなり得る。 

 したがって多摩地域は最早、東京を支え・補完する地域から、日本の最前線・最先端の地域に変貌しよ
うとしている。まさしくハイテク産業と国際物流ハブ機能は、日本経済の最前線であり、また地域再生・少
子高齢化問題を創造的に解決できたならば、未来を映す最先端となる。 

 このように多摩地域は、日本に新しい風を吹き込み、パラダイム転換を牽引する地政学的立地にあると
言っても過言でない。 

 そこで、このような多摩地域の経済活性化を推進する人材、地域連携ネットワークや多摩圏などの地域
統合を睨み地域社会を活性化する人材、東京・日本・アジアを見据えて多摩地域のグランドデザインを
描く人材が強く求められると考えられる。 
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「グローバルビジネス履修モデルの解説」  
3.グローバルビジネス系科目 

3-1.主要科目 

1. 主要科目 
• グローバルビジネス入門、国際経済、国際経営、多国籍企業、グローバルインベス

ター、アジア経済、中国論、韓国論 
• マクロ経済学、ミクロ経済学、経済統計学、金融論、日本経済、日本経済史、産業社

会論、 
• 経営学、日本経営史、戦略論、マネジメントデザイン論、マーケティング、ビジネス入門、

簿記、管理会計、財務会計、財務管理、国際会計、日本語表現法、余暇マネジメント、
スポーツビジネス、消費心理 

• 社会経済政策、地域経済と公共政策、近現代史、日本政治史 
• 立志論、キャリアデザイン、インターンシップなど。 
2. 寺島学長が指導する科目 
• 特別講座(寺島学長監修リレー講座)、社会工学研究会(2学部・大学院横断インター

ゼミ、寺島学長ゼミ) 
3. 語学系科目 
• 英語、TOEIC、中国語、韓国語 
4. 留学 
• 短期、長期、海外インターンシップ、アジア視察 
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氏名 職名 担当科目 

久恒 啓一 教授 マネジメントデザイン論I・II、社会工学研究会I～VI 
飯田 健雄 教授 国際経営入門 I・II、多国籍企業 I・II、グローバルインベスター論 

石川 晴子 准教授 English ExperessionI・II.、TOEICI・II 
金子 邦博 准教授 初級簿記、中級簿記、管理会計入門、産業社会論入門ＩＩ 

金 美徳 教授 
現代韓国論I・II、アジア経済I・II、特別講座(リレー講座)I・II、社会工学研究会(インターゼミ)、世界潮流入
門 

清松 敏雄 准教授 財務管理I・II 、財務会計I・II、国際会計論 

酒井 麻衣子 准教授 マーケティング・データ分析 I・II、社会調査士実習 I・II、社会工学研究会 

椎木 哲太郎 教授 産業社会論入門Ｉ(経済)、マクロ経済学、日本経済論、近現代史、社会経済政策、地域経済と公共政策 

下井 直毅 教授 経済統計学、産業社会論入門Ｉ、ミクロ経済学、国際経済、金融論 

杉田 文章 教授 スポーツ II、余暇マネジメントI・II、ビジネス入門，多摩大道入門、 

趙 佑鎭 教授 マーケティングマネジメント論、韓国語I・II、立志論ＩＩＩ、 

常見 耕平 教授 経営基礎I・II、経営学概論I・II、日本経営史I・II、日本経済史I・II、 

中村 その子 教授 English ExpressionI・II、TOEIC I・II、特別語学研修I、English Shower I～IV、海外研修I～III 
浜田 正幸 准教授 戦略入門、キャリアデザインI・II、消費心理、インターンシップ 

春田 尚徳 教授 情報社会論、社会科学入門 

巴 特 尓 准教授 
中国語Ⅰ・Ⅱ、中国ビジネスコミュニケーションⅠ・Ⅱ、現代中国論Ⅰ・Ⅱ、 特別講座Ⅰ・Ⅱ,世界潮流入
門 

樋口 裕一 教授 文章伝達入門、日本語表現法I・II 
広瀬 一郎 教授 スポーツマーケティング論I・II、立志論Ｉ、 

村山 貞幸 教授 マーケティング入門 

「グローバルビジネス履修モデルの解説」  
3.グローバルビジネス系科目 

3-2.担当教員(責任者:久恒学部長、全教員34名のうち19名) 

11 2013年3月時点の専任教員、4月以降は20名体制。 



「グローバルビジネス履修モデルの解説」  
3.グローバルビジネス系科目 
3-3. リレー講座とインターゼミ 

 寺島学長が監修するリレー講座と直接指導する「インターゼミ」では、 「グローバルビジネス
系科目」、「ビジネスICT系科目」、「地域ビジネス系科目」をより先鋭化させるとともに、シナ
ジーを追求している。 

 リレー講座(科目名:特別講座Ⅰ・Ⅱ)は、学生200名(2学年必修)と地域住民300名(有料）の
500名を対象に、時代に発信する識者の生の声を聞く公開講座。 

• 「世界潮流と日本の進路」を軸に、国際情勢、経済、国内行政、IT、歴史など各分野におけ
る精鋭の専門家を講師として招く通年科目(春学期・秋学期)である。 

• 2008年4月の開講後5年間で講演数120講演(うち寺島学長が30講演)、受講者数延べ
60,030名に上る。 

• 学生は、社会人と一緒に緊張した受講環境の中で最先端の講演を聴講できるとあって必死
に食らいついている。学生は、毎回気づいた点をレポート作成している。また、学生の最終
レポートは、寺島学長が直接、採点している。担当教員10名が指導にあたる。 

 インターゼミ(科目名:社会工学研究会)は、学生30名(2学部)と院生5名による全学横断的な
課題解決型ゼミである。 

• 担当教員は、2学部と大学院の教員10名。 
• 2009年4月の開講後4年間にアジアダイナミズム、地域学(多摩学・東北復興)、サービス・エ

ンターテイメント(ディズニーランド)、エネルギー環境などの分野の論文を19本(論文の平均
頁数50頁)作成した。 

• 東鳴子温泉活性化の論文は宮城県知事に、多摩地域研究の論文は多摩市長に、ディズ
ニーランドの論文はオリエンタルランド社長に手渡した。東北復興の論文は復興構想コンテ
ストにて優秀賞を受賞した。 
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リレー講座(科目名:特別講座Ⅰ・Ⅱ) 
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リレー講座(科目名:特別講座Ⅰ・Ⅱ) 
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インターゼミ(科目名:社会工学研究会)の2012年度テーマと論文 

＜2012年度研究テーマ＞ 
 

1. アジアダイナミズム班 
「日中韓の領土問題～尖閣諸島と竹島～」 

 
2. 地域学･震災班 
「東北を活性化するコミュニティ形成～福島県平
田村を事例にして～」 
 
3. 地域学・多摩学班 
「浦賀を中心に見た江戸幕府の対外貿易と海
防」 
 
4. 環境・エネルギー班 
「地域特性を生かした エネルギー自立化モデ
ルの可能性～原子力依存から参画型再生可能
エネルギーへのシフト～ 」 
 
5. サービス･エンターテインメント班 
「ディズニー海外展開戦略に関する考察 
～各国文化に適応するローカライズとは～」 
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【アメリカ】 
インディアナ大学 
インディアナポリス大学 
ハワイ大学マノア校 
UCLAアメリカンランゲージセンター 
バスドスタ州立大学 
レイクランド大学 
オレゴン大学 
【イングランド】 
ブリントン英語学校 
【オーストラリア】 
モナッシュ大学ランゲージセンター 
ロイヤルメルボルン工科大学ランゲージセンター 
サンパシフィックカレッジ 
ハンティングデール小学校 
【カナダ】 
アルゴマ大学 
ウィニペグ大学 
 

【韓国】 
漢陽大学 
アジアサイエンスパーク協会 
【中国】 
天津財形大学 
新疆財形大学 
【ドイツ】 
ブレーメン州立経済工科大学 
【ニュージーランド】 
クライストチャーチ工科大学 
シェフィールドスクールオブイングリッシュ 
【フランス】 
ESCIN 
ESIEA 

留学派遣先25カ所 
協定機関13機関（経営情報学部6機関、グローバルスタディーズ学部7機関） 
提携機関12機関（経営情報学部3機関、グローバルスタディーズ学部9機関） 

「グローバルビジネス履修モデルの解説」  
3.グローバルビジネス系科目 

3-4. 留学－派遣先－ 
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「グローバルビジネス履修モデルの解説」  
3.グローバルビジネス系科目 

3-4. 留学－実績－ 
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2012年度留学生受け入れ・送り出し数 経営情報学部 グローバルスタディー
ズ学部 

正規留学生在籍者数 8 春学期 7 
秋学期 5 

交換留学受け入れ留学生数 9 秋学期 5 

短期留学プログラム受け入れ   14 

留学生受け入れ合計 17 31 

交換留学送り出し数 0 春+秋学期 2 

長期留学プログラム受講生数 2 1 

短期留学プログラム受講生数 11 春学期 25 
秋学期 22 

海外インターンシップ受講生数 0 3 

アジアダイナミズム視察研修 29 2 

留学生送り出し合計 42 55 



「グローバルビジネス履修モデルの解説」  
3.グローバルビジネス系科目 

3-4. 留学－アジア視察－ 
 「2012年度アジアダイナミズム研修～台

湾編～」 
• 参加者37名(学生 31名と教職員6名) 
• 訪問先:台湾三井物産(幹部社員がグ

ローバル人材像講演)、新竹サイエンス
パーク(台湾最先端ハイテク工業団地)、
中華大学など。 

 

 「2011年度アジアダイナミズム研修～韓
国編～」 

• 参加者23名(学生18名と教職員5名) 
• 訪問先:韓国三井物産(幹部社員がグ

ローバル人材像講演)、国会議事堂(国会
議員が韓国社会について講演)、北朝鮮
との国境線視察など。 
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「多摩グローカル科学技術フォーラム～日韓ビジネスマッチ
ング～」(2013年2月多摩大学にて開催) 
 韓国企業（9社11名）、日本企業（10社16名）、多摩大学の教職員と学生46名

が参加した。 
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「グローバルビジネス履修モデルの解説」 
最後のご挨拶 

• 今後とも「学生たちの成長と就職・人生を最
優先」に考えまして、教職員一丸となって教育
にあたって参りますので、何卒、ご理解・ご協
力と叱咤激励の程、宜しくお願い申し上げま
す。 
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